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〔 目   的 〕 




〔 方法ならびに成績 〕 
 フリースタイルステントレス生体弁を用い大動脈弁置換術を施行した 26 症例を対象とした。使用した人工弁サイ




 心臓超音波検査における有効弁口面積係数の平均は、21 mm、23 mm、25 mm、27 mm、29 mm でそれぞれ 1.15、
1.60、2.25、2.68、5.90 cm2/m2 であった。MRI による平均速度/最高速度比は、21 mm、23 mm、25 mm、27 mm、





〔 総   括 〕 
 ステントレス生体弁を用いた大動脈弁置換術において、三次元的血流速度プロファイルはステント付き生体弁に比
【18】
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較して優れた特性が示された。しかし、小さいサイズの弁をサブコロナリ一法で用いた場合、三次元的血流速度プロ
ファイルは、ステント付き生体弁に比較的近似した特性を示す傾向にあった。 
 本研究はステントレス生体弁の in vivo における血流速度プロファイルの定量的評価の最初の報告である。大動脈
弁位ステントレス生体弁は優れた血行動態を示すが、小さいサイズの弁を、特にサブコロナリ一法で用いる場合は、
適応に注意を要すると考えられた。 






 本研究では、近年循環器領域の検査法として重要な位置を占めるようになった MRI を用い、ステントレス生体弁
の複雑な血流動態を三次元的かつ定量的に評価した。結果、ステントレス生体弁の三次元的血流速度分布は狭窄流の
特徴を有するステント付き生体弁のそれと比較し、健常者に近似したより生理的なものであった。また、三次元的血
流速度分布を流体力学的指標である平均血流速/最高血流速比を用い、初めて定量的に評価した。この平均血流速/最
高血流速比においてもステントレス生体弁はステント付き生体弁に比較し、健常者に近似したより生理的な血流動態
を示した。以上より本研究は学位に値するものと考えられる。 
